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の ，れ を  

み ば 約  

ビ 荇 し  

て 他 此 し た  

の 國 爭 怫 も  

論 の 議 國 が  

據 主 は に 故

す 释  

に 法

が

の
：條
約
に
依
ぅ
英
國
に
於
て
米
國
船
舶
を
自
國
船
舶
ど 

R
,米
國
亦
英
國
船
舶
を

®

す
る
に

.自
國
船
舶
ヾ

」

同
檨
に 

し
：て
：同
榇
の
讓
與
を
：孽
受
せ
ん
ど
せ
ば
亦
自
ら
同
檨
の 

兩
國
間
に
久
し
く
結
で
解
け
ざ

I

し
が
要
す
る
に
米
國 

«

マ

」

梦
し

/
\相
SL
す
る
を
■見
る
可

、
^

し
て
米
國
か 

は
略
ぼ
ニ
ぁ
ぅ
。

1
、

一
國
が
對

平
國
に
於
て

一

#
典
を
得
る
の
代
償 

て
し
た

る

*
合
に
第

三
國
が

此
特
典
の
報
酬
ビ

も 

受
せ
ん

V
J欲
す
る
マ

」

き
は
某
第
三
國
は
該
ー
國
ょ 

て
右
は
決
し
て
平
等
：の
待
迪
に
非
ず
杏
な
該
一
國 

0
を

加

ふ

-̂
に

至

る

も

の

ビ

云

ふ

可

し

。
 

r
' 

.1

力
々
一
.
に
部
*

.
の
^

A

に
店
-

^
て
敗
ふ
る
»

與

は

最
R
-I
-
-や
f
a
v
o
u
r

に
非
中
し
て
ぉ
け
。
£

て 受 さ 特  

J3. 〈 す、 典

つ る し の  就

讓
與
を
以 

て
之
を
享 

も
の
に
し 

袭
別
的
待

reciprocity

It
外

ならす
。
4

米
國
が
佛
國
及
び
獨
逸
ど
の
間
に
締
結
し
た
る
最
近
の
條
約
及
び
之
に
關
す
る
談
判
は
凇 

國
の
主
張
を
說
明
す
る
適
當
の
實
例
な
う

^

袞
ふ
可
し
。即

ち

】

九
〇
六
年

i

逸
ビ
淡

1

の
祭 

米
國
は
獨
逸
か
將
典
を
提
供
す
る
に
非
ざ
れ
ば
此
方
ょ
う
も
特
典
を
與
ふ
る
を
得
す
、即
ち
與 

ふ
れ
ば
與
ふ
可
し
ど
の
意
を
宣
明
し
た
る
其
翌
年
米
國
が
就
中
三
鞭
酒
に
對
し
獨
逸
に
許
與 

し
た
る
藩
し
き

B

桃
低
減
の
爲
め
打
擊
を
廉
う
た
る
怫
國
に
對
し
て
も
亦
新
協
足
を
遂
ぐ
町 

L

ヒ
の

.影
f

は
る
、
や
米

S

は
之
に
對
し
冷
淡
な
る
飽
度
を
示
さ
ず
寧
ろ
怫
國
の
三

s«
w

R
 

も
一一

许
の
同
一
低
減
を
何
時
に
て
も
昨
與
す
る
が
如
ぐ
見
へ
た
り
梪
し
夫
れ
は
均

®

5

n

一
 

な
る
報
惱

R

對
し
て

M

與
せ
ら
る
、
も
の
な
る
こ
ビ
勿
論
な
り
。̂
峙
米
國
々
務
卿
ル
ー
ト
氏 

は
駐
米
佛
國
大
使
ジ
ユ

X

フV

ド
皮
ど
の
數
设
の
會
見
に
於
て
苦
し
怫
國
に
し
て
米
國
へ
三 

制
、消
を
輸
入
す
る
に
就
き
滿
足
を
得
ん
ど
欲
せ
ば
米
國
の
肉
鎩
詰
及
び
鹽
肉
を

佛

國

の

桃
關 

R
.於
て
無
稅

R

て
通
過
す
る
こ
ど
佛
國
に
取
り
て
必
要
な
る
旨
を
吿
げ
た 

s

H
tr
e ports 

above 

m
e
n
t
i
o
n
e
d

と
は
ル
ィ
沙
ャ
ナ
の
賭
港
か
指
す
も
の
な
り 

s
 

W
h
a
r
t
o
n

 : 

A

 

D

f
 

t 

of tlie I
n
t
e
r
l
o
n
a
l

 

L
§ of the u

l
d

 s
t
f
, vol.

p p. 
s
.

f

l

(

八ニ
：
}
. 

s

_

脱.

無條仲最思闕條款

it

絕對的無睬规逛

u

非
ず0

$
パて



■ 卜;;

: ' こ : J
. .广广

m,ww 

讓芒
I1
-
;,

rr

ぃ
n
^
r
j
:h
IL

得
謂y

s
;

馨t

锋t
l=
J
^
^
■

韻̂

鎮咐

I

證^

録^

l

-

、J
 

*
 

>i 
K 
-

-

^
 
>
 
/,̂ 
I
 
-

-
Mil~

Jf !-il
4
.
 
-

-

-

-
-

-
-

-

- 

羊

_
_
_

_

姑

八

怨(

八
二1

)

腧
說
無
條
件
最
思
國
條
款
は
絕
對
的
無
揿
规
想
P
非
ず 

雄
七
彼 

三
ニ

三
-
'

尤
も
米
國
の
最
恩
國
條
款

R

關
す
る
解

.釋
が
他
國
の
解
驛
、匕
興
な
る
は
其
問
越
た
る
條
次 

.力
修

^
!
の
哨
伽
を
叹

ff
i

■せ
；.さ
.る
.
.
.
r

w

mIt

條
款

R

就
て
多
く
起

6

12
る
も
の
に
し
て

-^

國
は

. 

諸
國
ビ

0

爭
議
に
鑑
み
今
や
新
な
る
通
商
條
約
に
於
て
は
悉
く
前
記
口
米
條
約
第
十
四
條
に 

示
す
が
如
き
條
款
を
規
定
し
第
三
國
に
許
與

し
た
る

0

益
が
無
愤
な
ら
ば
對
手
國
に
無
愤
に 

て
*

し
又

^

償
な
ら
ば
夫
れ
ビ
间

〗

も
し
く
は
均
等
の
條
件

R

て
許
興
す
る
靜
を
明
&
に
す 

る
を
以
て
通
商
條
約
に
此
：稱
の
霊
國

.條
f

有
ず

'
る
國
ビ
の
間
に
は
解
釋
上
の

1

を
生 

す
る

.
し
ビ
絕

b

?

 

S云
ふ
を
得
ベ
し
。然
る
に
明
治
三
十
一
一
年
改
亚
條
約
實
施
以
前
に
於
け 

る
日
本
ど
諸
外
國
ど
の
通
商
條
約
中
に
规
定
せ
る
最
恵
國
絛
款
は
悉
く
單
純
條
款
に
し
て
條 

f*

の
す
如
を
以

E

せ
ざ
る
を
以
て

at
»

釋
に
關
し

^

議
を
生
じ
れ
る
こ
ビ
^
與
に
止
ま
ら
す 

&

に
兕

!^

の
條
約
中

.
ょ
り
煨
恵
隣
條
款
を
摘
記
し
單
純
條
款
の
：如
何
な
る
も
の
な
り
し
か
を 

示
す
可
し
。
 

,

:
:,】

、
.日
本
政
府
外
商

.人
へ
當
節
扼
墨
利
加
人
，へ
不
差
許
廉
相
許
し
候
節
は
迎

M

利
加

人
へ 

も
同
機
差
許
可
中
右
に
付
談
判
猶
豫
不
致
候
事

(

米)

ニ

外

國

人

^
に
免
韵
す
る
廉
は
悉
く
阿
蘭
陀
人
へ
も
直
に
差
許
す
べ
し 

J

ご

J

後
犯
國
の
潘

k

許
容
せ
る
廉
は
猶
豫
な
く

@

0
迎
國
へ
.も
免
す
ベ
し
得
西
通
國
杞 

於
て
の

2
!本
人
も
同
樣
な
る
ベ
し

(

«

四
、
“

本
政
府

(

或
は
日
本
天
農
陛
下

V

J
あ
り
■
觸)

ょ
ぅ
向
後
外
國
の
政
府
及
人
民
に
許
す
ベ 

き
特

?>

る
盹

.は(

或
は
他
國
の
政
府
及
び
其
人
民
に
己
に
，許
し
叉
は
以
後
許
さ
ん
ど
す
る 

4
 

J
及
び
悔

ra
ビ

cf
>

i
sl

匦
政

^

及
び
國
民
へ

も

(

或
は
條
約
實
行
の

B

ょ
ぅ

ビ
P

办)

同

機
の
免
許
あ
る
を

(

或
は

4

茲
に

ビ

記
す
る
も

6

A

確
足
せ

A

英
、鄕
、端
西
、&
、诉
、丁
、端
典
、
&

:
'

威
、西
、獨) 

-

一：

-
 

.
 

..

五

以

後

何

^
に
て
も

外

國

人

へ
免
許
し
た
る
事
は
怫

11
西
政
府
又
は
怫
鼢
西
人
へ

も

同 

樣

R
免
許
あ
る
へ
し

(

傷

'.
. 

'

’六
ロ
本
天
擧
陛
下
他
國
の
政
府
及
び
入
民

R

與
へ
或
は
爾
後
»
へ
ん 

:

の

免

許

及

び

便

食

は

燠

地

利

及

び

洪

|©
利
政

府

並

其

人

民

に

も

此

條 

免

許

^

る
へ
き
を
今

愛

に

確

足

せ

办

(

奧)

七

c
i

本
國
大
農
帝
に
‘
て
他
國
の
政
府
、其
官
进
及
び

人

民

へ

旣

に

興
.へ

妒

八

卷(

八
ニ 

5 

m
說

薇

仰

i

麗
款
は
絕
對
.的

鍵

規

铤

じ

弗

ず
.
第
七
璘

約 ど  

施 す  

行 る  

の 總  

日 て

或

は

H 此

H 後 

可

別
段 

よP

U..
 

§



第
八
骀
へ
八
一
四
} 

.
0
說
無
條
件
最
遨
國
條
欹
It
絕
對
的
無
傲
規
货11

非
ず 

鉻
七
號 

三
四

て
の
權
利
、特
典
、#
例
威
判
の
權
淇
他
總
て
の
利
益
を
受
く
可
き
こ
ビ
を
茲
に
明
述
す
右 

.
同
樣
日
本
政
府
興
宵
斑
及
び
人
民
は
秘
魯
國
に
於
て
最
優
待
せ
る
他
の
政
府
、宫
进
及
び 

人
说
に
與
ふ
る
總
て
の
權

‘理
、特
典

#

例
を
受
く
ベ
し

§

出
眾
純
條
欹
の
解
釋
..
に
關
し
て
起

i

た
る
最
後
の
最
も
顯
著
な
る
爭
議
は

=1
本
の
解

»

主
義 

.を
暗
示
す
る
も
の
ビ
云
ふ
可
し
。即
ち
明
治
一

1

十

.九
年
の
改

.正m

獨
通
商
航
海
.條
約
第
十
七
條 

に
"
.
'
.
:
.
.
.

/'
;:
.
'

;

兩
締
盟
國
の

1

方
の

K

民
は
他
の
：

一

方
の
版
圖
內
に
於
て
發
明

♦見
本

(

實
用
に
供
す
る
見
本 

.
S

形
、商
標

•製
造
標
、商
祉
號
及
典
他
の
商
號
の
儆
鏡
に
關
し
法
律
に
宛
む
る
所
の
條
件
を 

0

守
す
る

v
j

き
は
內
國

E

E
ヾ

」

同
一
の
*
利
を
享
有
す
べ
し 

ビ
規
定
し
該
條
約
は
：他
の
諸
國

>
>の
條

.約
ビ
同
樣
明
治
三
十
ニ
年
ょ

5

實
施
せ
ら
る
、
镗
な 

ぅ
し
に
該
♦第
十
七
條
の

：

み
は
同
：條
約
第
二
十
一
條
第
四
顼
に
於
て 

，
本
條
約
第
十
七
條
は
本
條
約
批
准
交
換
の
日
ょ
ぅ
實
施
せ

&

る.ベ
し

V

し
规
定
し
た
る
を
以
て
獨
逸

.
&民
は
早
く

®

に
明
治
ニ
十
九
年
ょ

h

日
本
に
於
て
他
國

fs
民 

に
先
ら

X 
0

所
有
權

の
'
保

»

を
享
受
し
介
り
。此

R
於
て
英
國
を
の
他
.の
爾
國
は
前
記
を

r^
'
i

说 最 同  

無 欉 若 て に 惠 樣  

借 の し エ 前 國 な

に 讓 旧 業 記 條 る

て 於IfX

特
權

0

の 
の
特 

所
有 

本
に 

風
を 

て
又

の
最

I

國
條
款
を

*

>
j

し
て

.
=
1本
^

對
し
無
償
に
て

s
i

國
K

民
に
も
獨
逸
ビ 

を
得
せ
し
め
ん
こ

ビ

を
#

込
み
た

b

£

に
對
す
る

2
1
本
政
府
の
答
辯
は
明
に 

解
釋
に
關
す
る
米
國
の
主
義
を
採
用
し
た
る
も
の
な
り
。日
く
日
本
が
獨
逸

KI 

權
を
許
與
し
た
る
ば
決
し
て
無
償
無
條
件
に
非
文
即
ち
日
本

|5

民
亦
獨
逸
に 

權

の

保

謎

を

享

受

す

る

；の
.栩
互
の
讓
與
に
因
る
も
の
な
る
か
故
に
■
國
に
し

於
て

»

逸
の
得
た
る
所
に
均

«

せ
ん
ど
欲

.せ
：ば
請
國
亦

0

ら
：
1
:本
^

民
に
.も

■ 

.

. 

.

. 

. 

. 

•
.
.
. 

.

.

.

.

爲
さ

y

る
可
か

ら

す
を
。是
れ
即
ち
第
三
國
に
許
與
し
た

る
恵

益
：か
無
償
な
ら 

有
償
な
ら
ば
有
償
に
て
均

_

せ
.し
め
ん

$

.
云
ふ
も
の
な
り
。

パ

. 

ぽ.' 

_
 

.

眾
純
條
款
の
動
も
す
れ
ば
誤
解
を
醸
し
凝
き
に
鑑
み
諸
國
は
今
や
一
般
に 

採
用
す
る
に
至
れ
り
ゴ
英
通
商
航
海
條
約
：第
ニ
十
四
條

R

规
宛
す
る
所
即
ち 

雨
縮
約
國
は
通
商
、航
海
及

X

業
を
總
て
最
恵
國
の
基
礎
に
谠
く
の
意
您
な 

航
海
：及
エ
業
に

關
す

る

|

切
の
事
項
に
付
其

」

方
が
別
國
の
船
舶
又
は

13

说
逬
く
は
人
说 

に
現
に
許
與
し

X

は
今
後
許
與
せ

ら

る

こ

ビ
6

る
べ
き
一
切
の
恩
典

#

噸

又

は

^

へ
味
を
川 

焚

盤

(

八
一
沉)

g

 

m
.

無
條
仰
最
蠢
讓
は
絕
醫
鍵
規
忠
じ
非
ず

 

第七號

，

S

る 第 無

條
件
條
款
を 

1

例
な
り
。

に
因
り
®
商



鲂<
使

(

八一六

)

0 

'就
無條仲最惩國
條
微
は
絕
對
的
無
憤
規
觉
じ
非
す
：

飨七辘

 

三六

時
無
俺
件
に
て
他
の
一
方
の
船

^!

又
は

15

民

に

及

ぼ

す

.こ
ど
に
同
意
す 

之
を

.取
純
條
款
の
歡
然

1L

つ
瞹
味
な
る
に
比
す
れ
ば
一
層
の
進
步
な
る
こ
ビ
勿
論
に
し
て 

W

#

上
の

^

解
を
避
く
る
に
施
幾
し
ど
雖
も
此

1?
の
條
款
に
就
て
も
何
ほ
疑
問
を
生
す
る
の 

餘
地
多
々
わ
る
典
中

R

も
，例
へ
ば
前
記
の
條
文
中
の
前
段
に

『

總
て
最
®
國
の
遞
礎
に
骰
く
の 

意
思
な
る
に
因
り

』

H>
c

記
し
た
る
文
言
ば
後
段
に

『

一
切
の
恩
典
、#
權
又
は
免
除
を
即
時
無
條
件 

て
他
の

一

方
の
船

.

€
又
は

[5

民
に
及
ぼ
す
こ
ビ

k
,
闾
意
す

』

ビ
記
す
る
文
言
の
價
値
を
大
半 

減
殺
す
る
も
の
ど
云
は
ざ
る

.可
か
ら
中
。佘
の
此
解
.釋
を
支
持
す
る
は
從
來
大
穸
數
の
學
者
の 

說
に
反
對
す
る
も
の
な
る
を
以
て
多
少
、最
恵
國
條
款
の
變
遷

R

、も
論
及
し
て
私
說 

る
の
耍
わ
り
0

最
恵
國
條
款
、變
遷
の
跡
に
微
す
る
に
米
國
流
の
條
件
附
條
款
が
歐
米
諸
國
間
に 

流
行
し
た
る
は
十
九
讹
紀
の
前
华
に
し
て
當
時
諸
國
間
に
互
恵
主
義
の
關
秕
政
策 

トa

め
た
る

it
因
る
も
の
な
ち
然
る
に
同
低
紀
の
後
半
ょ

&

自
由

„贸
易
主

_

典
る

R 

は
帮
ふ
て
條
件
附
條
款
を
捨
て
让
昔
の
堪
純
條
款
を
復
活
し
觅
に
進
で
今
：！！の
無 

を
，發
明
す
る
に
至
ぅ
た
り
。蓋
し

1

國
の
商
業
政
策
に
自
由
資
.易
主
義
を
採
用
す
る

を

叙

述
、す

1

時
大
に 

が
勢
力
を 

及
び
諸
國 

條
件
倐
款 

以
上
、條
件

P

條
款
を

p

勺
す
る
は
實
際
化
不
可
能
の
こ
ど
な
り
ど
云
ふ
は
凡
そ
一
國
か
或
報
酬
の
結
來 

,

ビ
し
て
第
三
國
に
與
ふ
る
刹
益
に
對
手
國
を
し
て

均

霑

せ

し
む
る

際

を

の
對
手
國
ょ
办
徵
收 

す
る
凿
價
は
始
と
常

R

輸
入
桃
の
輕
減
を

修

件

ど
す
る
も
の
な
る
に

〗

11
^
!
1̂
贸
易
の
主
義 

を
實
行
し
て
關
稅
を
倣
廢
す
る
ビ
き
は

.其
對
手
國
ょ

h

對
價
ど
し
て
提
供
す
可
き
輸
入
稅
の 

輕
減
な
る
も
の
わ
る
可
か
ら
ざ
る

0

な
れ
ば
な

り。斯

の

如
く
 

；

一

方

に

條

件

附

條

歡

を

廢

棄

す 

る
ど
洞

Ni
R

餓
國
は
眾
純
條
款
の
復
活
を

- K

み
：た
れ
ど
も
飜
て
考
ふ
る
に
本
來
眾
純
條
款
た 

ブ

**
手
隱
に
爽
ふ
る

k

:H(

第
三

國

R
與

へ
た
る
も
の
を
以
て
す
る
に
常
り
正
文
に
は
無
涔

しヾ 

も
有

信

>
/
J

も
倐
舛

W

き
ビ
も
無

條

件

v
j

も

明

記

せ

ざ
る
が
故
に

1

般
の
惯
例
に
は
無
偾
無

條 

件
ど
解
釋
せ
ら
れ
た
り
ど
雖
も
先
に
記
し
だ
る
如
く
米
國
は
一
八
〇
三
年
怫
國
ど
の
火
ィ 

へ
プ

W

評
條
が
第
八
倐
の
染
純
條
款
を
有
償
條
件
附
き
ビ
解
釋
し
た
る
の
實
列
に

ぶ
す

る
 

拜
純
條
款

ジ
T

M

確
に
し
て
誤
解
の
生
じ
易
き
を

.
氣
附
き
た
る
に
依

6
.
諸
國
は
®
純
條
款 

改
正
し
て
第
三
國
の
韋
有
す
る
利
益
に
は
無
償
無
條
件
に
て
均
霑
す
る
こ
ど
を
得
る
^
を 

6

R
せ
る

1

杌
の
新
條
款
を
發
明
す
る
に

至
6

た
ぅ

©

れ

即

ち

無

齡

•中

摩

^

な〜

リ
。

命
倐
仍
倐
殻
の
由
來

#

し
て
斯
の
如
く
な

h

ど
せ
ば
同
條
款
は
常
に
無
償
ビ
解
驛
す
可 

炉
八
怨
へ
八
一
七> 

_
論

m

無
條
作
最
囊
條
款
は
絕
對
的
無
故
规
含
非
ず.

辦
七
號：

.

三
七

き 明 を も ジ



浓

八

舱(

八〗

八)

輪

眺

.

，無
條
#
最
惑
_
條
款
は
絕
對
的
無
揿
规
忠

|-
非
ず
 

第
七
：號

 

H
A

こ
ビ
無

_

な
る
に
似
れ
ら
。今
日
無
條
件
條
款
を
解
す
る
多
く
の
學
潘
が
單
に
淇
條
款
の
用
語 

中
に

『

即
時
無
條
件

』

の
文
字

6

る
を
见
而
よ

6

云
々
し
て
之
を
無
憤
の
规
足

ビ

生
張
す
る
の
み 

^

て
：史
に
其

1|
1

來
に
溯
て
同
條
款
か
無
償
の
规
定
な
る
可
き
を
說
破
せ
ざ
る
は
迂
澗
の
沙
汰 

.、/し
-評
せ
ざ

.る
を
得

t

。̂

れ
ど
も
余
は

^

文
中
，
£

w

ll
i

伽
#

件』

の
•
.文
.字
^

り

又

^

深
上
よ
り
云 

ふ
も
無
愤
な
る
可
き
锥
の
無
條
件
條
欹
を
解
釋
し

.て
却
て
是
れ
も
亦
宿
償
條
款
の

1

極
な

6
 

ビ

斷
言
せ
ん
ヾ

」

欲
す
る
；も
の
な
う

^

理
凼
は
無
條
件
條
款
を
絕
對
に
無
償
ビ
解
す
る
は
最

M
 

國
待
遇
の
本
來
の
趣
意
に
反
す
、

/
j

云
ふ
に
饵
ん
抑
々
最
惠
國
待
遇
な
る
も
，の
は
對
手
國
を
最 

0

の
第
三
國
ヾ

」

同
一
の
地
位

.に
®
 
く
を
以
て
某
眼

0

ど
爲
し
之
を
條
約
小
に
規
定
し
て
所
謂 

最
M

國
條
款
な
る
も
の
を
設
く
る
に
¥;り
た
る

も

の
'
な
り
。然
る
に
若
し
も
無
條
件
條
款
を
絕 

對
に
無
償
の
规
定
ビ

»

せ
ん
：に
は
時
ビ
し
て
對
手
國
を
第
三
國
以
上
の
地
位
に

«

く
の
_
體 

を
性
す
る
の
恐
れ
ゎ
る
可
し

‘̂

理
11
1

如
柯
ビ
这
ふ
に
例
へ
ば
获

に
：！：

獨
間
の
關
桃
率
協
定
に 

依
り
：=

本
よ
う
獨

I逸
..に
輸
入
す
る
沏 

ー5

に
對
し
同
國
に
て
.稅
率
苦
干
を
低
減
す
る
に
對
し 

ロ
本
は

»

逸

よ

う

す

る''
'
'
ー

 

足
の
機
械
類
に

S

す
る
輸
入
稅
率
若
干
を
低
減
し
れ
う
く
せ
ん
に 

此
協
定
た
る
相
互
府
偾
に
し
て
獨
逸
機
械
類
輸
入
稅
率
の
低
減
は
沄
は

 

< 
獨
逸
自
&
十
を
支

桃
ひ
て
を
獲
揭
し
れ
：る
も
の
に
外
な
ら
ざ
る

R
若
し
英
國
が

S
I

、b
何
等
の
報
偾
を
も
提
供 

せ
ず
條
約

R『

即
時
無
條
件

』

ど

6
る
を
理
山
ど
し
て

_

逸
の
得
れ
る
特
恵
に
均
_
せ
ん
ど
云
ふ 

は
英
國
は
何
物
を

も

支
拂
は
ず
し
て
十
を
獲
得
せ
ん
ど
す
る
も
の
な
る
が
故
に 

を
英
國
に
許
さ
ん
に
は
英
國
は
獨
逸
以
上
の
特
惠
を
享
有
す
る
も
の
_ビ
云
は
ざ 

m

し
て
然
&
ば
最
恵
國

 >」

同

1

0
地
位
に
置
く
の
趣
意
た
る
最
患
國
條
款
は
此 

意
を
沒
了
せ
ざ
る
を
得
ず
。沍
な
日
本
に
し
て
若
し
英
國
の
.要求
に
應
じ
無
償
に 

の
特

0
を
許
與
せ
ん
か
他
の
諸
國
は
寒
國
を
例
ど
し
此
度
は
英
國
の
享
有
す
る 

せ
ん
ど
し
て
續
々
無
憤
に
て
之
を

_

得

-t
る
に
茧
る
可
く
斯
の
如
く
に
し
て
際 

に
は

典
最
初
の

日
»

稅
率
撝
定
：は

3|
:
!
1
1
的
を
忘
失
す
る
に
至
る
の
み
な
ら

t-
獨 

眺

む

れ

ば

同

國

は

十

を

变

娜

ひ

.て

十

を

得

た

る

R
反
し
英
國
.は

阿

險

を
も
支
拂 

を
得
れ
る
も
の
な
れ
ば
此
場
合
に
英
國
こ
を
最
恵
國
に
し
て
獨
英
そ
の
地
位
を 

0
な
る

か
故

R
獅
逸
は
新
に
最
葸
國
た
る
英
國
の
享
有
す
る
特
惠
に
均
镭
せ
ん 

す
る
に
至
る
可

し
。
*
し
て

斯
の
如

ぐ
な
れ
ば
之
が
爲
め
に
掼
失
す
る
も
の
は

H 

T

f
逸
は

t

^

V

Jの

•!
/
/
&

.
R
■據
る
を
要

.せ
ず
し

.てn
i

本

に

於

け

る

»
.
入
機
械
類

如
八
怨
へ
八
：
九
}

脇

說

無

條

伸

沿

^
阈
硌
鈥
は
絕
對
的
無
傲
规
浚
U
典

ず

#;
七
.號

W

本
も
し
之 

る
可
力
、ら

7̂ 

場
合
に
其
趣 

て
獨
逸
同
樣 

特
惠

R

均
霑 

限
な
か
ら
ん 

逸
の
方
ょ
り 

は

t
し
て
十 

.i

'̂
す
る
も 

こ
ビ
を

主
張 

本
の
み
に
し 

桃
率

ff
i

減
の

文1

L

二
1ブ
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^

說
無

I

I

國S

は絕科的無

I

进

II

難ず
 

浓I

四

O

#
桃
に
均
®
す
る
こ
ビ
を

^
る
を
以
て
必
ず
や
先
の
协
定
を
廢
棄
す
る
に
至
る
の

^
娘
、日
本 

の
み
徙

r
片

s

W
 

.
義
務
を

f
擔
す
る

^
至

.る
や
.も

^
る
可
か
 

'ら'ざ
る
な

，Ay

;
I
 

k

::
+

最
恵
國
條
，款
に
無
條
件
？
記
す

V

J
雖
も
游
し
第
三
國
に
許
與
し
た
る
利
益
が
報
偾
の
衣
报 

な
ら
ん

R

は
該
條
款
は
常

R

有
償

S

解
釋
し
無
條
件
の
文
字
•に
拘
泥
す
可
か
ら
ざ
る
こ
ビ
锻 

思
國
條
款
の
趣
意
に
艦
み
パ
明
白
の
道
理
に
し
て
其
條
文
中
に

『

即
時
無
條
件

』

ビ
記
す
る
は
第
三 

_

に
て
無
愤
に
て
許
與
し
れ
る
利
益

R

の：
.み『

即
時
無
儉
件

』

に
て
均
霑
す
る
の
意
味
$
解
釋
す 

可
き
も
の
な
ぅ
。故
ゥ
于
ス
ト
レ
ー
キ
も
煨
恵
國
條
款
の
規
定
を
文
字
通
り
に
解
釋
す
る
の
非 

，な
る
を
明
言
せ

6

。股
文
の
儘
、を
左
に
附
記
，す
可
し

State 

A

 

h
a
s
o
o
n
d
u
d
e
d

 

with 

state

wa 

treaty, 

o
n tad^s 

containing

、

w
h
a
t

 is 

k
n
o
w
n

 

as 

the m
o
s
t

favoured 

nation 

ckuse) 

promis

s-g

 to 

B

 

the 

b
e
n
&
t

 
o
f
o
\
y
e
r

 

duties 

conceded 

to 

a
n
v

 

other state.
... 

.

.

. 

. 

• 

.

.

A

 

then 

concludes 

with 

state 

C

 

a 

treaty 

which, 

for s
o
m
e

 
valuable 

consideration, 

concedes to 

it

lower 

duties 

on 

certain 

articles 

than 

are 

provided 

in the 
treaty 

with 

w
. C
a
n

 

w d
e
m
s
d

 

tlie

admission 

o
f its goods 

at 

the 

s
a
m
e

 

rates 

of duty 

as 

those 

o
f 

o ? 
O
n

 

a 

literal 

system 

of inter-

l
_ 

- 

I
- 

- 

一一
一

-一
一
-----

.
- 一二,
q
l
^
i
f
B
l
g
l
l
l
g
i
l

pretaticn 

it can, 

but 

on 

the 

broader 

system 

it 

cannot, 

unless 

the 

case 

adm.lts 

o
f its 

g
l
v
f

 

to 

A

 

m
e

 s
a
m
e

 

consideration that 

is 

given 

b
y

 

C, 

a
nd 

it is 

willing 

to 

d
o 

s
p 

T
h
e

 latter i
v
e
r

 has 

been 

m
a
d
e

 b
y

 the 

S
u
p
r
e
m
e

 

Court 

of the 

United 

States, 

a
nd 

in 

our 

opinion justlv. 

( I )

ゥ

h

ス
ー
レ

I

キ
の
訟
は
^
に
無
條
件
最
患
國
條
款
の
解
驛
に
關

す
る
自
家
の
所
見
を

®
 

へ
ナ

る
に

非
ず
し

て

一
般
條
約
解

料
論
を

說
_

す
る
に

常
ぅ
條
約

の
解
釋
は
堪
に
其
表
而
の 

文
字
に
の
み
依

6

て
決
す

る
を

得
ざ

る
の
意
を
明
に
す
る
爲
め

に
其
一

列

ビ
し

て
洱
然

^

!
 

國

f 

S 

0 

f 

 ̂

R

B

及
し
た

る

R
過

ぎ
ざ
れ
と
も
無
條
件
條
款
巾
に

『

即
時

無
條

件』

マ
し

Pる
文 

%

丨
r

き
を
使
き
飞
第
三

國
R

K

與
し
た
る
利
益
か
荷
償
な
る
場
合
に

於
て
も

^
ほ

.
aつ
無 

t

f

に

て
之

R

均
霑
す
る
を
得
る
も
の

S

解
釋
す

る
の

不
常
な
る
を

言
明
す

る
も
の
ビ

云
ふ
可 

し
。

■
煅
遨
國
條
敕
は
常

R
對
乎
國
を
第

m

國

e
同
等
の
地
位
に

®

く
を
以
て
其
本
來
の
趣
意

- 

す
る
か
故
に
第
三
國

R
有
償
に
て
或
利
益
を
許
與
し
た
る
其
利
益
，に
對
乎
國
を
し
て
無

®

に 

て
均
繁
せ
し
む
る
は
對
手
國
を
遇
す
る
に
第
三
國
以
上
の
特
恵
を
以
て
す
る
も
の
な
る

R

狡 

P

第
ニ i

國

S
同
等
の
地

'位
に

0

か
ん
こ

ビ

を
期
し
た
る
最
恵
國
德

fc
の
趣

®

に
全
く
悖
反
し

淨八
# 

(

八i

ニ 

V

論

魄

無條仲最取國條款は絕對的無懷議じ非ず

 

妨
七
號
四
一



鲂
八
怨

(

八ニニ

) 

M

說
無
條
仲
最
迤
姆
條
欹
は
絕
餺
的
無
啟
規
逛
1
1非
ず 

绡七號
 

四
ニ

斯
の
如
き
は
最
卑
や
最
恵
國
待
遇
な
る
も
の

K
非
ざ

る

な
ち
此
故
に
多
く
の
無
條
件
條
款
中 

に『

總
て
最
葸
國
の
基
礎
に
置
く

.の
意
思
な
る
に
因

6』

ど
規
定
す
る
も
の
は
之
を
第
三
國
ビ
同 

等
の
：地

位

に

®

く
の
意
思
ど
解
釋
せ
ざ
る
可
か
ら
す
。第
三
國
ビ
同
等
の
地
位
に
餒
く
の
意
姒 

な

、
ら

ん

に

は

第
_三
.國
が
報
償
を
提
供
し
て
許
與
せ
ら
れ
れ
る
利
益
を
對
手
國
が

『

即
時
無
條
件

| 

に
て
之

_に
均
霑
せ
ん
ど
す
る
は
明
に

『

最
患
國
の
基
礎
に
置
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